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　　主　　　　題　　（２００９～２０１０ )
・国際協会会長 『The  Power of  One」　「一つとなる力』
　Kevin  Comming（Canada  ｶﾅﾀﾞ）
・アジア地域会長『The  Power of  One」　「一つとなる力』
	スポンサークラブ

　大　阪　クラブ

ＤＢＣ

近江八幡クラブ

広　島　クラブ



	


スローガン　「Dreaming  Asia,  Loving  Asia」
　　　　　　　　　「夢見るアジア、愛するアジア」
Chon  Byung-Koo（Korea）
・西日本区理事 　『すべてのいのちを大切に』

　　　　　　　　　　　「Love & Care  for All the Living Things」
　－いのち・平和・環境－  －Life,  Peace,  Environment
鈴木　誠也　　（神戸ポートワイズメンズクラブ）
・六甲部　部　長　『希望の灯となろう』「Be  the  Light  of  Hope」
      　大田　厚三郎（神戸西クラブ）　　　 －地域社会を励ます活動を実践しよう－
・西宮クラブ　　会長　浅野　純一　『奉仕活動を行えることに感謝し、力を合わせて今一歩活動の輪を広げよう』
２００９年８月　西日本区強調ポイント“　Youth　Actiｖities　”　　ユースコンボケーションをきっかけに、ユースとワイズのコミュニケーションを活発にしよう　只野準一　Ｙサ・ユース事業主任　大阪土佐堀クラブ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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西日本区強調月間リスト　“Youth　Actiｖities”　　　　　　　　　　　　
ユース　Youth　ワイズダムの発展のためには，若者の積極的

な参加が重要となってくる。ユースとは、ワイズのコメットだ

けでなく、YMCAのリーダー、そのOB、海外からの留学生も

含む若者の総称。

　ご覧ください。URL：http//www.kobeymca.or.jp/ys/nishinomiya/index.html


　　　　　　　　

浅野　純一　会長
いよいよ会長としての仕事が始まりました。キックオフ例会では不手際なところが多々あり、いままでいかに人任せにしてきたかを痛感しています。
　３０年を１ジエネレーションとしますが、会社など組織が３０年を超えますと、いろいろな歪みが出てきます。それを乗り越えて組織を維持して行くには並大抵なことではないと思います。われわれの西宮ワイズメンズクラブは２ジエネレーションを超えました。
６０年の歴史の中には、組織の維持に多くの危機もあった思います。諸先輩方の多くの努力によって、今のわれわれが活動できる場があります。私はクラブの６２年目の年に会長をやりますが、クラブの歴史を大切にして、さらにクラブが発展していくためにギアをチェンジする必要があれば、それを実行していく下働きをしていきたいと思っています。

　　　　　　　　　ドライバー　　堤一　幸メン
この原稿を書いている、週末はもう8月(汗)と思いながら書き出しました。

さて、7月例会は「０９～１０年度のキックオフ例会として、多種多彩のゲストをお迎えして行われました。

　まず初めに、濱「直前」会長による開会点鐘が鳴らされ、キックオフ例会の幕が開きました。

次に、ゲストとしてお越しの飛田氏のオカリナによる伴奏つきのワイズソングが普段、CD伴奏に慣れている我々にとって、新鮮味溢れる讃美でありました。

会は進み、開会直前に駆け込んだ為「噛みかみ」の堤の聖句朗読に続き、ゲスト紹介と進みました。当日は０９～１０年度「新生」六甲部会より、大田部長、福原EMC主査、佐伯環境主査、菅原会計と神戸学生センターより、飛田館長がお越しになりました。

　またこの度、惜しまれながら西宮クラブを退会される小林メンが元メンバーであった、橋本完氏より紹介を受け、当時は「青少年問題」に奔走されていましたが、現在は「社会保障問題」へのチャンネルチェンジが退会への道筋になれたそうでしたが、今後も若い日の思いを持ち続けて頑張っていきます…と抱負を述べられ、会衆皆の熱い気持ちと拍手でお送りしました。

前後しますが、小野メンによる食前の感謝のあと、今回で二度目の「た○と製」夕食弁当をいただき、０８～０９濱会長より０９～１０浅野新会長への会長バッジの引継ぎ式が行われました。この儀式を見ながら、数年後には私は「誰より」受け継ぎ、「誰へ」引き継ぐのか心躍らせながら拝見していました。

当日はめまぐるしく会は進み、馬場貴英さんの入会式が大田六甲部長、福原EMC主査の立会い、浅野会長の式分朗読により執り行われ、会衆みなの拍手で入会をお祝いしました。

さてさて、会はどんどん進みます。次はゲストの飛田氏による「オカリナ演奏」で静かな保育園にオカリナの調べが流れました。曲目は讃美歌から歌謡曲まで三本（？）のオカリナを変幻自在に使い分けて演奏されました。

さてさてさて、当日は通常例会ではなかったのは言うまでもなく、「０９～１０年度」のキックオフ例会であったことをお忘れなく。。。ということで、浅野会長の活動計画、山本会計による０８～０９年度の決算報告と０９～１０年度の予算書の説明と審議、質疑が行われ、これまた会衆拍手で承認されました。

お誕生日のお祝い、ワイズニュース、YMCA報告、と進み、浅野新会長による初閉会点鐘が鳴らされ、閉会しました。


“伊地知　睦夫　メンを偲ぶ会”に参加して
山口　政紀メン

さる7月19日（日）午後、「ニューオオタニ神戸ハーバーランド　翠鳳の間」で昨年2008年9月8日に召天された伊地知さんの記念礼拝と偲ぶ会がありました。メネットの文子さんのお招きでワイズやYMCA、お勤めであった大阪市児童相談所、大阪市ゆうなぎ園・あさしお園、浪速短大や東神戸教会、セレスティーナ合唱団・くさぶえコーラスなど実に幅広い関係者、交流の深かった方々とご親族、約120名の参列者でした。
東神戸教会の川上盾牧師の司式による記念礼拝では、「人は肉体の死と、人々からの記憶から消えるときの二度の死を誰でも経験する。しかし伊地知さんのことがみんなの記憶に在るうちは死んでも生きつづける」とメッセージをいただきました。
記念会は山口徹さんが司会をされ、最も長いおつきあいであった今井鎮雄さんのやや長いスピーチで始まりました。同志社の学生時代、復員後の生活協同組合とYMCAの主事として神戸や姫路で活躍されたこと、のち大阪市で福祉関係のお仕事に携われたこと。信仰と職業、教会生活と家族のこと、私たちの知らなかった多くの人柄を語られました。
献杯のあと家族の紹介と音楽一家が次々と演奏を披露されプロかと思う腕前に圧倒されました。東京にいかれた文子さんの体調を心配していましたが「夜明けのうた」の声量あふれる独唱の歌声は圧巻！
スクリーンには若いころからの伊地知ご夫妻やご一家と映っているスライドショーがつぎつぎと・・・・。
伊地知さんが好きだったお酒のことなど会食を戴きながらの各スピーチを聞きつつ、多くの写真は男前の正面ばかり。私は伊地知さんの多くの横顔に接してきたことを思い出していました。カウンターで、またクラブ訪問などでご挨拶をされている時など。「しぶい横顔が」とても素敵でした。でもきっとご家族は彼の後姿をしっかりと見てこられたのだろうとも。
御嬢さんの麻美子さんのしっかり準備でとても印象に残る好い偲ぶ会でした。山西一平さんともお会いできました。廣瀬メンが昨年の西宮クラブブリテンから「伊地知さんの想いで」を印刷配布して頂き私と岡田メンのスピーチに花を添えてくださいました、有難う御座いました！
西宮ワイズの会長として、また当時の西部部長としてご指導頂いた多くのことに感謝し、少しでも受け継ぐものでありたいと願っています。

メネット事業主査研修会・親睦会に参加して
六甲部メネット主査　濵　美智子メネット

　７月４日（土）～５日（日）六甲山ＹＭＣＡにおいてメネット事業主査研修会、親睦会が行われました。今年度の事業主題は『“メネットの願い"を広げ、その喜びを分かち合いましょう。』です。また事業計画の国内プロジェクトでは命を支える電話相談員の養成をしている「自殺防止センター」と「神戸いのちの電話」への支援をさせていただくことになりました。
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それに伴い西原由記子氏（自殺防止センター創設者）の“命はつながりの中で生き支えられる”を講演していただき、難しいお仕事のご苦労が伝わりました。その後、大阪サウスクラブの松岡司祭より“平和ペンギン折り紙”の由来、折り方を教えていただきました。これは２０１０年横浜国際大会へのメネット事業の一つですのでまた皆様のご協力をお願い致します。

そして親睦会は、心配していた雨も何とか持ってバーベキューで皆様と懇親を深めました。

六甲部評議会が行われました

　　　　　　　　　　　浅野　純一会長　　　　　　　　
７月１８日、土曜日の午後、０９－１０年度、第１回六甲部評議会が神戸ＹＭＣＡで行われました。参加したのは、前年度の執行部の山口、足立、廣瀬の各メン、そして定数４名の議決権者として岩田、山本、小野各メン及び浅野です。
　最初に前年度六甲部長の山口政紀メンより活動報告が、足立会計より会計報告が行われました。前年度を顧みて、昨年９月、部長の提案で余島で部会が行えたこと、多くのメンが自然の良さ、ＹＭＣＡの良さを体感でき、六甲部の団結を深められたのではないかと思っています。
　次に、大田厚三郎部長が新年度の活動計画を述べましたが、とくに地域社会をなかで地道な活動を行っていこうとの呼びかけがありました。西宮クラブでは今年３月、夙川のクリーン作戦を行いましたが、今年度も地域社会に働きかけていく活動を考えていきたいと思っています。
　その後、各事業主査が方針等を述べました。大きな課題は常なることですが、メンバーの獲得です。福原EMC主任は女性、定年退職者及びＹＭＣＡに関わった人に積極的に声をかけようとの提案がありました。西宮では若い馬場貴英メンの入会がありました。若いメンの獲得のために神戸クラブでは「会友」という制度を設けて、会に参加してもらい、やがて会員になってもらうという制度を今年から設けたとの報告もありました。
  新年度の各クラブ部長が一言述べた後、質疑応答がありました。西宮クラブの小野メンが、各事業部で直前ー現ー次年度の主査が集まって、課題を継続の中で考えていく場が必要ではないことの発言がありました。
  約２時間の評議会の後、懇親会があり、六甲部の新年度がスタートしました。


　　　　　　　　山本　常雄メン

(60周年記念合同例会実行委員会の解散会)

去る7月11日元広島クラブの渡邊メン(現：呉ｸﾗﾌﾞ会員)と河野メン、近江八幡クラブの坂井メン、川上メンが来神され、西宮クラブの浅野会長、足立、広瀬、丸山、山本各メンと合流して堀川邸を訪問し、ご霊前に記念合同例会成功の報告と感謝と哀悼の意を表しました。

そして暫しの間、堀川メネットと共に在りし日の堀川メンを偲び、思い出話に花を咲かせました。　　　訪問終了後、場所をキララに移し、近江八幡の安田メン、西宮の宮地、山口、広瀬各メネット、遅れて山口メンを加えて、最終の記念例会実行委員会（会計報告他）を開催し、今後の合同例会の持ち方や進め方を話し合い、その後ささやかなお食事会を行い、夜遅くまで旧交を温め合いました。

次回のミニ合同例会は10月3日に近江八幡で親睦ゴルフを行い、翌日琵琶湖部会に出席するという内容でした。


“佐々木　宣夫　メンを偲んで”
山口　政紀メン

さる2009年7月2日に日本キリスト教団岡山教会でおこなわれた佐々木宣夫メン（前岡山YMCA理事長）の前夜式に参列してきました。

瀬戸山陰部の各クラブを始め京都から森田恵三メン、岡本尚男メン、北村久美子メンなど多くのワイズの参列がありました。

ご存じの通り佐々木メンは1997～8年の初代西日本区理事です。倉敷での西日本区大会は思い出の残る大会でした。

佐々木メンに初めてお会いしたのは1971年だと記憶しています。当時岡山YMCAは「株式会社岡山ランドリー（矢一明雄メン経営）所有のビルにあり、元主事の木島三雄さんの赴任でお供した時でした。YMCAの理事をされておられ会社経営に携わっておられました。ご紹介を頂いた当時の印象も腰の低い謙虚な方だったのを覚えています。以来お会いする機会に度々励まされ勇気づけられました。

岡山ワイズメンズクラブチャーターメンバーのお一人で、1995年の「阪神淡路大震災」の時には西部部長として救援活動の先頭になって活躍され、その年国際協会からエルマークロー賞を贈られました。当時の区理事ご子息が挨拶で「いつも祈りをしている父を見てきました」と語られ、所属の岡山中央キリスト教会の倉賀野攻牧師が司式をされました。長い闘病の間もYMCAやワイズを心配されてか、車いすで参加されていたのを思い出します。

またひとり私たちの仲間が先輩のリーダーが天国に・・・・・、心から哀悼の思いを深くしました。



小野　勅紘メン　　　　　　梅雨の７月に入りいよいよ本格的に０９－１０年度西日本区の活動が始まりました。

手始めの洗礼は第１回西日本区役員会が７月１１日―１２日ホテルクライトン新大阪で開催されました。（会議の詳細は半年区報に掲載されます）　

１年前から準備を開始し、役員会にも念入りな準備を重ねて臨みました。とりわけ上野書記には鈴木理事を支え、自ら議案書を作成し、また会議の手配・運営から司会までをこなされるのは本当に大役でした。　

議案書は柏原事務局長の会社で１０年前に使用されていた「張魔王」という製本機が大活躍。リハーサル・シミュレーションを重ねて、芦屋クラブが第二例会に使っている芦屋市民センターで議案書を作成した。

準備に準備を重ねても数々の難問が出て一筋縄では進みません。会議の進め方一つ取っても未体験で、嵐のような２日間が去り、さすがに鈴木理事、上野書記ともに疲れが見えました。何といっても３役とも病みあがりの身でしたから心配でした。大田六甲部部長から「大変でしたね。お疲れさ様」と労いの言葉を戴いて初めて全員ほっとしたところ。聞くところでは毎年第１回役員会は言わば受難の上の洗礼か成人式のようなもので皆苦労してきたとのことです。

懇親の場である出席者の交流の工夫も必要です。事務局スタッフの柏原事務局長や大野メンはその役割を大いに発揮されていました。国際担当としての吉岡メンも国際から数々の資料が送られてくるのをタイムリーに翻訳して理事を支援されて欠くことの出来ない貴重な存在です。まさに私が２年前に西宮クラブの会長時に掲げた主題「一人では出来ない。しかし一人が始めなければ出来ない」を地でいくような毎日です。チームワークとはそんな一人ひとりの小さな力の結集である証左でしょう。

直近の活動では西日本区からは参加は少ないが７月末よりスリランカのコロンボでアジア地域大会が開催され鈴木理事が単独乗り込まれます。横浜のアピールが中心。

また、９月からは９月６日の中部部会を皮切りに９部の部会キャラバンが始まります。皆さんは９月１２日（土）１３時～、神戸YMCAで開催される「六甲部会」をはじめ各部会には挙って参加下さい。ワイズの交流には部会を通して広めていくことが一番でしょう。

広島クラブがホストとして準備の第１３回西日本区大会も順調に立ち上がってきています。６月の広島から８月の横浜へ流れを増幅させていきましょう。皆様ご支援下さい。（西日本区理事事務局スタッフ）

（前列左から上野書記、鈴木理事、杉本会計、柏原事務局長、

後列左から吉岡、大野、小野の各理事事務局スタッフ）

こういった西日本区の活動はホームぺージでご覧いただけます。　　　http://www.ys-west..or,jp


ワイズメンズクラブ国際協会西日本区

理　 事　 通　 信

理事主題　　　　　　　　　　 」」

 “Love ＆ Care All Living Things”
第１３代西日本区理事　鈴木　誠也                                                     

　皆様さま、こんにちは！私は熊本での第12回西日本区大会で、佐藤理事より伝統と実績のある西日本区理事のお役目を引き継ぎました。健康を与えてくださった神様に感謝し、皆さまと共にワイズ運動を進めてまいりたいと思います。
さて、この大役は私一人で果たすことは出来ません。既に共に悩みながら準備を始めていただいている仲間たちと共に、皆さまのお支えがなければ出来ません。私を働き人として派遣してくださったホームクラブの神戸ポートクラブを始め、六甲部の皆さまそして、すべてのワイズの皆さまの力強いお支えによって１年間共に歩みたいと思います。

神様は一人ひとりにタラントをお与えになりました。私は権利に対する強い義務感や、与えられる愛よりも与える愛を求めたいと思います。すべての人々が「生きていて良かった」と言える社会を目指し、理事主題を「すべてのいのちを大切に」―いのち・平和・環境―とさせていただきました。神様から与えられたいのちを大切に、すべての人のために生きる喜びを実践していきたいと思います。（２００９年７月１日発行から抜粋）
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三 島 浩 司メン（保育園園長）
（西宮ＹＭＣＡ保育園だより７月号より）
７月の主題：たのしむ
７月、子どもたちは新しいお友達や先生達にもすっかり慣れ、遊びやお友達や先生達との　交わりや、保育園での生活そのものを楽しめる土台が出来上がってくる時期だと思います。子どもたちの様子を見ていても、泣き声や泣き顔より、笑い声や笑い顔が多くなってきているように思います。この笑顔や笑い声を大切に、プール遊びや水遊びを中心に一年で　　最も活動的な季節である「夏」を思い切り楽しもうと思います。

数日前に、この夏一番のセミの声を聞きました。また、園庭にはどこからともなくトンボが姿を見せることもあります。また、園庭に植えられた花や野菜もどんどん成長していきます。そのような自然に触れ、虫を追いかけたり、花や野菜に水をあげたり、またそっと手を触れてみたりする子どもたちの姿が見られます。時には、触れた野菜や花が取れてしまったり、思わず虫をつかんでつぶしてしまったりといった失敗をすることもありますが、「ダメ！」と否定せずに・・・。

子どもにどんな人になってほしいかと問われると、多くの親は「他人に迷惑をかけない人」「他人の嫌がることをしない人」という答えが返ってきます。一見、至極当然のことのように思いますが、よく考えてみるといずれも禁止、してはいけないということです。しかし、イエス様は「人からしてほしいと思うことを人にもしなさい」とおっしゃいます。これは、否定ではなく肯定です。

すべての命は、神様から祝福され愛されています。そのことを感謝する心を大切にしつつ、夏の自然に触れ、子どもたち一人一人がたくさんの新しい発見をするのを共に楽しみ、共に喜びたいと思います。
７月聖句：主に向かって心からほめうたいなさい。
（エフェソの信徒への手紙５章１９節）




西宮･宝塚ＹＭＣＡリーダー会　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くらもち),倉持) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ありさ),有沙)さん
いつも西宮・宝塚YMCAリーダー会をご支援いただきありがとうございます。
　野外活動の各セクションでは、６・７月例会で水遊びのプログラムを行いました。私も先日幼児さんと市ヶ原に行きました。駅から市ヶ原までは距離がありますが、子どもたちは川遊びを楽しみに、汗をたくさんかきながら一生懸命歩いていました。川では水をかけ合ったり、生き物を探したりして、全身びしょ濡れになっていきいきと活動していました。川で遊ぶ子どもたちのキラキラした笑顔が忘れられません。
　早いもので前期の例会が終わりましたが、新しいセクションやグループに少しずつ慣れてきたようです。お友だちのことを思いやる場面も見られ、回を重ねるごとに成長していく子どもたちを見て嬉しく思います。
　夏休みには、キャンプやサマースクールなどの夏プログラムが行われます。子どもたちは大自然の中でたくさんの仲間に出会い、様々なことにチャレンジし、新しい自分を見つけることと思います。そんな子どもたち一人ひとりが主人公になれるようなプログラムを行うため、リーダーは準備を進めています。
　野外活動を通して、子どもたちに自然や仲間、そして自分自身を大切にできるようになってほしいです。これからも子どもたちのために、リーダー会一同頑張っていきたいと思います。引き続き温かいご支援よろしくお願いいたします。

西宮ＹＭＣＡ　三島浩司メン
　先日テレビで「グリーンマイル」という映画を見ました。内容は、１９３５年のアメリカの刑務所。死刑囚監房で看守を務めるポールのもとに、一人の大男が子供を殺した罪で死刑を宣告され送られて来る。その死刑囚コーフィ、その風貌や罪状に似合わないほど弱く、繊細で純粋な心を持っていた。あるときコーフィは、触れるだけで、ポールの重い慢性疾患を治してしまう。彼はその後もいくつかの命を救い、これを見た看守達は彼はその不思議な力を神から授かった特別な存在なのではと考え始める。この力で、所長の奥さんの重病も治す。後にこの刑務所に送られてきた凶悪犯がこども殺しの犯人であることをコーフィは感じ、看守のポールにも不思議な力でこの犯罪の様子を見させる。が、証拠はないためコーフィの死刑は執行される。
死刑執行前にポールから逃げることも出来るとも言われるが、「もう疲れた！世界中では毎日こういうことが起こっている。それを知るたびに頭の中に数多くのガラスが刺さっているようで苦しいんだ。もう楽になりたい。」同時にポールは悩む。コーフィが電気椅子に送られること、それを行う自分達は大きな過ちを犯しているのではないかと。

というようなものでした。

近年（だけではないのかもしれませんが）、新聞やテレビで、うんざりするほど傷害や殺人といった凶悪な事件の報道を目にします。世の光として神様の愛をそして、互いに愛し合うことの大切さを伝えるために、ＹＭＣＡに課せられた使命の重大さを改めて感じています。

梅雨が長引き、天候不順な日々が続いていますが、
皆様もお気をつけて、素敵な夏をお過ごしください。
１．第１９回チャリティーワインを楽しむ会　開催
６月２６日、第１９回のチャリティーワインの会が開催され、４０名の参加者を得、楽しく有意義に終えることができました。今回はポートピアホテルのソムリエである岡本博文さんをゲストに迎えて、ワインのお話やサービスをお願いしました。この会も回数を重ねる度に固定したファンが増えて、この催しを楽しみにしてくださっていますが、ワインと食事を楽しむだけでなく、趣旨（子ども奨学金）に賛同して、多くの募金を捧げてくださっていることも感謝しています。次回は２０回いう区切りでもあり、１１月１３日にポートピアホテルで開催されることになっていますので、皆さんもご予定くだされば幸いです。

２．第２２回午餐会　開催
７月４日、第２２回を数える午餐会が開催され、約４０名の方が参加されました。今回は関西学院初等部（小学校）の部長（校長）である磯貝曉成さんにお越しいただき、「日本の中等教育に欠落していたもの」というテーマでお話をいただきました。磯貝先生は関学初等部の部長に就任されるまで、静岡英和女学院の中学・高校の校長をされていたご経験から、現代の子どもたちに欠けている「心」の育ちについて言及され、小学校の時代やそれ以前における「心」をいかに育てていくか、「目に見えないもの」を心に刻む教育についてお話されました。お話の後、フロアからも熱心に意見質問が飛び出し、有意義な懇談の時となりました。次回は秋に開催の予定です。
３．中日本地区ＹＭＣＡ総主事会議　報告
７月１３日、京都ＹＭＣＡにおいて標記の会議が行われました。近隣各ＹＭＣＡにおいても、神戸ＹＭＣＡ同様に新型インフルエンザの影響によるプログラムの中止や減収があり苦労されています。いずこも全般的に事業の推移は景気低迷も合わせて、幾分低調という状況です。嬉しいニュースは新しいＹＭＣＡとして鹿児島ＹＭＣＡが発足し、１０月に任意団体として開設の記念式典が行われるようです。その後、活動の推移を点検した受けで、来年の６月に同盟の加盟退除委員会の決定を待って正式加盟ということになります。
４．ネクストヴィジョン委員会　スタート
７月１４日、第１回ネクストヴィジョン委員会が開催され、５月の常議員会で委嘱された委員の方々とスタッフとで協議がスタートしました。この委員会はＧＯＡＬ２０１１の後に神戸ＹＭＣＡがどのようなヴィジョンを持ちうるかをテーマとして、青年会の常議員会の下に置かれた委員会で、来年１０月の常議員会での答申を目標に議論がスタートしました。委員会では活発な意見が出され、今後それらの意見を整理しつつ、議論を深めていくことになります。尚、委員長には鈴木博和さん（財団法人理事、常議員）が選任されました。次回は９月１２日に開催の予定です。
５．今年も、多くの海外ゲストが来神
この夏も海外から多くのゲストを迎えます。永年のパートナーＹＭＣＡであるシアトルＹＭＣＡからは、高校生１３名とスタッフ２名の１５名が７月２０日から８月１日まで滞在し、いろんな活動を体験します。その中には、余島でのキャンプ、京都や広島の訪問、西宮ＹＭＣＡ保育園での子どもたちとの交流、ホームステイなどがあり、シアトルと比べると猛暑の日本ですが、貴重な体験となることでしょう。（現在進行中）
また、台湾ＹＭＣＡとのＩＣＣＰＪ（国際キャンプカウンセラープログラム）では２名の大学生が７月１７日に来日し、ほとんど１ヶ月を余島でのリーダーとして生活をし、日本語と日本文化理解を深めていきます。
また、永く交流を続けているＪＣＣＣＮＣ（北カリフォルニア日本文化交流センター）からは日系中学生のバスケットチームが来神し、神戸ＹＭＣＡのチームと８月２日に親善試合を行う予定です。ＪＣＣＣＮＣからは７月６日から始まっている日本語夏期集中コースにも数名の日本語研修生が来日しており、交流が深まっています。
その他にも数名のゲストがあり、新型インフルエンザに襲われ海外渡行の若者が少なくなっていますが、海外から多くの若者を迎え、一層国際色豊かなＹＭＣＡになっています。
６．今後の予定  

１）幼稚園、保育園運動会
西神戸ＹＭＣＡ幼稚園　 ９月１２日(土)神戸ＹＭＣＡちとせ幼稚園  ９月１９日(土) 

　　　西宮ＹＭＣＡ保育園　　 ９月１９日(土)
　　　ＹＭＣＡ保育園・西神戸ＹＭＣＡ保育園
　　　１０月１０日(土)
是非、お近くの幼稚園、保育園をお訪ねください。
２）西宮・宝塚ＹＭＣＡファミリースマイルキャンプ

　昨年まで実施していたファミリープログラムですが、浅野メンを実行委員長に、今年度はファミリーでのキャンプを計画してくださっています。釣りやバーベキューなども計画されておりますのでぜひご家族でご参加ください。

　　日　程：９月２０日～２１日　１泊２日

　　場　所：淡路島・岩屋

　　参加費：中学生以上１３，０００円（交通費別）
　　　　　　日帰り参加も可能です。

　　申し込み、問い合わせは、西宮ＹＭＣＡまで　

３）第２１回チャリティーゴルフ
　　２１回目のチャリティーゴルフが会員活動委員会の実行委員会で準備されています。すばらしい秋の一日をゴルフで楽しみませんか？
　　日　程：１０月１４日（水）
　　場　所：ジャパン・メモリアル・ゴルフクラブ（三木市吉川町）
　参加費：２０，０００円（予定）

申し込み、問い合わせは、神戸ＹＭＣＡまで

４）西宮ＹＭＣＡ・西宮ＹＭＣＡ保育園カーニバル

　恒例のカーニバル、今年度は岩田メンが実行委員長として準備を進めてくださっています。ぜひご予定ください。

日　程：１０月１８日（日）



「日食in余島」
余島野外活動センター　中島　晋さん
さて世間を騒がせた7月22日の皆既日食ですが、皆さんご覧になりましたか？当日、余島での天候は生憎の曇り。11時過ぎに一番太陽がかくれる時間帯でしたが、日食が始まっているだろうと思われる10時頃に余島の上空を見上げても見えるのは雲ばかり。残念ながら次に日食が見られるのは、26年後のいいおっさんになってからか・・・と思っていましたが、突然一緒に海で水泳をしていた中学生のグループが「あ、見えた！」。はっと空を見上げると雲の間に見え隠れする太陽が見えるではありませんか。しかし皆既日食用グッズを持ち合わせていなかったため普通のギラギラ輝く太陽と何ら変わらず。そしてすぐ雲に隠れてしまいました。
しかし20分後の11時過ぎ、太陽が雲の間からぽっかり見え、なんと中学生から日食用サングラスが私にプレゼントされました。空を見ると8割ほどが隠れた太陽が見ることができました。気が付くと周りも少し薄暗く、夕方と間違えてか日中は飛ばないはずのトンボが余島北の浜を飛んでいました。自然の神秘に触れた一日となりました。
今回の日食で有名になった沖縄県某島のように、余島が日食スポットになる日を期待しつつ、その日までこれまでと同じように余島に多くの人が集い、命がキラリと輝く島であることを切に願います。
　　　　　

楽団あぶあぶあ＆ミュージカルチームLOVE代表ひがしの　ようこさん

音を重ねる日々は心を重ねる日々に － 4６　今月もお休み　濵　浩一メン



（俳句）　　　　　　　　　山野　直行（小野勅紘）
・朝露が　きらり一滴　スパイダー

（大きな蜘蛛が垂れ下がっていた。宵に降ったのだろうか雨上がりの朝露が

きらりと朝日に輝やき、それは蜘蛛というよりは大きなスパイダーであった。）
・雲居から　蜘蛛の子散らす　風EQ \* jc2 \* "Font:HGP行書体" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(さ),爽)やか　
（雲居とは雲の発生する高い所と、天上という意味がある。天上というと

芥川龍之介の「蜘蛛の糸」を連想する。そんな風の爽やかな時。）
（川柳）　　

・EQ \* jc2 \* "Font:HGS行書体" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ばく),獏)の夢　誰が食うのか　眠られぬ
ワイズニュース  浅野　純一会長
（１）六甲部会   ９月１２日（土）　午後１時～６時　　場所　神戸ＹＭＣＡチャペル
  ①１部　部会　　
　②２部　コンサート　

　声楽家（バリトン）　時田直也氏　
  ③３部　懇親会　グリーンヒルホテル
（２）訃報
　初代西日本区理事、岡山クラブの佐々木宣夫様が逝去されました。７月２日の前夜式に山口政紀メンが参列されました。また、奥様にクラブより弔文をお送りしました。奥様よりお礼の電話を頂きました。ご冥福をお祈り致します。
	トピックス・とぴっくす⑯
　　　　　　　　廣瀬　一雄メン

　小生は現在動物行政の仕事に携わっておりますが、環境省が平成１９年３月に発行した“動物の保護及び管理に関する法律のあらまし”という小冊子から前回までの「動物の保護及び管理に関する法律」とは、に続いて紹介しましょう。

２　飼い主に守ってほしい５か条

動物を飼うことは、動物の命を預かることです。動物が快適・健康に暮らせるようにするとともに、社会や近隣に迷惑を及ぼさないようにする責任があります。人と動物が共に生きていける社会の実現には、飼い主のモラルとマナーが必要です。

1 動物の習性等を正しく理解し、最後まで責任を持って飼うこと。

動物はそれぞれの種類に応じた生態、習性、生理を持つ、人とは違う生き物です。飼い始める前から正しい飼い方などの知識をもち、飼い始めたら、動物種に応じた適切な飼い方をして健康・安全に気を配り、最後まで責任をもって飼いましょう。なお、野生動物を飼う場合は、十分な注意が必要です。


編集後記　ブリテン委員長　廣瀬　一雄　
　今月もボリューム一杯のブリテンをお読みくださり、ありがとうございます。暑い日が続きます。みなさんも健康にご自愛ください。

今　月　の　聖　句　


　『一粒の麦は、地に落ちて死ななければ、一粒のままである。だが、死ねば、多くの実を結ぶ。自分の命を愛する者は、それを失うが、この世で自分の命を憎む人は、それを保って永遠の命に至る。』


　


ヨハネによる福音書　１２章２４～２５節


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清水彬久メン　選　

















クラブ主役員


会　　長　浅野　純一


直前会長　濵  浩一  　副会長(次) 馬場　一郎


副 会 長　岩田　健司


書　　記　廣瀬　一雄


書　　記　岡田　佑一郎　


会　　計　山本　　常雄


会　　計　足立　　康幸


監　　　事　　阪根　　　新


監　　　事　　小野　勅紘


担当主事　三島　浩司


六甲部代議員山口　政紀


部メネット主査浜美智子


区事務局員　小野　勅紘





　Ｈａｐｐｙ　Ｂｉｒｔｈｄａｙ　Ｔｏ　Ｙｏｕ　　　　　　


　　　　　　　　　お誕生日おめでとうございます


８／６　清水彬久メン　


８／１９　馬場　一郎メン


　　





２００９年８月第１例会のご案内


今月のテーマ：『４クラブ合同の納涼例会』　　　　　　　　


日時：２００９年８月１２日（水）午後６時３０分～　


場所：宝塚ホテル


今月は六甲部の４クラブ、宝塚・芦屋・さんだ・西宮の


合同の納涼例会です。


担当は宝塚クラブです。ぜひご参加ください。


ドライバー　山口メン　宮地特別メネット


費　用：3,500円（メネット・コメットも同額）フリードリンク


プログラム　受付：6時～


合同例会　開会点鐘・宝塚クラブ


ゲストスピーカー：神戸YMCA総主事水野雄二メン　閉会点鐘・さんだクラブ（次回担当）


第二部　　　　懇親会　司会：濵　浩一メン


　　　　各クラブのアトラクションほか





７月　例会出席状況　　 在籍会員数　１９名


第１例会(７．１７金)　 　第２例会（７．３金）


メ　　ン　　　　１５名　　　メ　　ン　     ８名


メネット　　 　　１名　　　　メネット　    ０名


ゲスト・ビジター　７名      ゲスト・ビジター０名   


合計　２３名makeup１名（出席率８４％） 合計　９名 


  出席率　　　　７１．４％









